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世
界
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
有
し
、
そ
の
解
決
を
求
め
て
、
時
代
か
ら
時
代
へ
と

動
い
て
行
く
。
ヨ
ウ
ロ
ッ
パ
で
云
へ
ば
、
十
八
世
紀
は
個
人
的
自
覺
の
時
代
、
所
謂
個
人
主
義
自
由
主
義

の
時
代
で
あ
つ
た
。
十
八
世
紀
に
於
て
は
、
未
だ
一
つ
の
歴
史
的
世
界
に
於
て
の
國
家
と
國
家
と
の
對
立

と
云
ふ
ま
で
に
至
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
大
ま
か
に
云
へ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
が
海
を
支
配
し
、
フ
ラ
ン
ス

が
陸
を
支
配
し
た
と
も
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
然
る
に
十
九
世
紀
に
入
つ
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
ふ
一

つ
の
歴
史
的
世
界
に
於
て
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
と
が
對
立
し
た
が
、
更
に
進
ん
で
窮
極
す
る
所
、
全
世
界

的
空
間
に
於
て
、
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
二
大
勢
力
が
對
立
す
る
に
至
つ
た
。
こ
れ
が
第
一
次
世
界
大

戰
の
原
因
で
あ
る
。
十
九
世
紀
は
國
家
的
自
覺
の
時
代
、
所
謂
帝
國
主
義
の
時
代
で
あ
つ
た
。
各
國
家
が

何
處
ま
で
も
他
を
從
へ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
己
自
身
を
強
大
に
す
る
こ
と
が
歴
史
的
使
命
と
考
へ
た
。

そ
こ
に
は
未
だ
國﹅
家﹅
の﹅
世﹅
界﹅
史﹅
的﹅
使﹅
命﹅
の﹅
自﹅
覺﹅
と
い
ふ
も
の
に
至
ら
な
か
つ
た
。
國
家
に
世
界
史
的
使
命

の
自
覺
な
く
、
單
な
る
帝
國
主
義
の
立
場
に
立
つ
か
ぎ
り
、
又
逆
に
そ
の
半
面
に
、
階
級
鬪
爭
と
云
ふ
も

の
を
免
れ
な
い
。
十
九
世
紀
以
來
、
世
界
は
、
帝
國
主
義
の
時
代
た
る
と
共
に
、
階
級
鬪
爭
の
時
代
で
も

あ
つ
た
。
共
産
主
義
と
云
ふ
の
は
、
全
體
主
義
的
で
は
あ
る
が
、
そ
の
原
理
は
、
何
處
ま
で
も
十
八
世
紀

の
個
人
的
自
覺
に
よ
る
抽
象
的
世
界
理
念
の
思
想
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
思
想
と
し
て
は
、
十
八
世
紀
的
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思
想
の
十
九
世
紀
的
思
想
に
對
す
る
反
抗
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
帝
國
主
義
的
思
想
と
共
に
過
去
に

屬
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　
今
日
の
世
界
は
、
私
は
世
界
的
自
覺
の
時
代
と
考
へ
る
。
各
國
家
は
各
自
世
界
的
使
命
を
自
覺
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
一
つ
の
世﹅
界﹅
史﹅
的﹅
世﹅
界﹅
即﹅
ち﹅
世﹅
界﹅
的﹅
世﹅
界﹅
を
構
成
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
今
日
の

歴
史
的
課
題
で
あ
る
。
第
一
次
大
戰
の
時
か
ら
世
界
は
既
に
此
の
段
階
に
入
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
第

一
次
大
戰
の
終
結
は
、
か
ゝ
る
課
題
の
解
決
を
殘
し
た
。
そ
こ
に
は
古
き
抽
象
的
世
界
理
念
の
外
、
何
等

の
新
ら
し
い
世
界
構
成
の
原
理
は
な
か
つ
た
。
こ
れ
が
今
日
又
世
界
大
戰
が
繰
返
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

今
日
の
世
界
大
戰
は
徹
底
的
に
此
の
課
題
の
解
決
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
一
つ
の
世
界
的
空
間
に
於
て
、

強
大
な
る
國
家
と
國
家
と
が
對
立
す
る
時
、
世
界
は
激
烈
な
る
鬪
爭
に
陷
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
科
學
、
技

術
、
經
濟
の
發
達
の
結
果
、
今
日
、
各
國
家
民
族
が
緊
密
な
る
一
つ
の
世
界
的
空
間
に
入
つ
た
の
で
あ
る
。

之
を
解
決
す
る
途
は
、
各
自
が
世
界
史
的
使
命
を
自
覺
し
て
、
各
自
が
何
處
ま
で
も
自
己
に
即
し
な
が
ら

而
も
自
己
を
越
え
て
、
一
つ
の
世
界
的
世
界
を
構
成
す
る
の
外
に
な
い
。
私
が
現
代
を
各
國
家
民
族
の
世

界
的
自
覺
の
時
代
と
云
ふ
所
以
で
あ
る
。
各
國
家
民
族
が
自
己
を
越
え
て
一
つ
の
世
界
を
構
成
す
る
と
云

ふ
こ
と
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
國
際
聯
盟
に
於
て
の
如
く
、
單
に
各
民
族
を
平
等
に
、
そ
の
獨
立
を
認
め
る
と

い
ふ
如
き
所
謂
民
族
自
決
主
義
で
は
な
い
。
さ
う
い
ふ
世
界
は
、
十
八
世
紀
的
な
抽
象
的
世
界
理
念
に
過
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ぎ
な
い
。
か
ゝ
る
理
念
に
よ
つ
て
現
實
の
歴
史
的
課
題
の
解
決
の
不
可
能
な
る
こ
と
は
、
今
日
の
世
界
大

戰
が
證
明
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
い
づ
れ
の
國
家
民
族
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
地
盤
に
成
立
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
世
界
史
的
使
命
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
各
國
家
民
族
が
各
自
の
歴
史
的
生
命
を
有
す
る
の

で
あ
る
。
各
國
家
民
族
が
自
己
に
即
し
な
が
ら
自
己
を
越
え
て
一
つ
の
世
界
的
世
界
を
構
成
す
る
と
云
ふ

こ
と
は
、
各
自
自
己
を
越
え
て
、
そ﹅
れ﹅
ぞ﹅
れ﹅
の﹅
地﹅
域﹅
傳﹅
統﹅
に﹅
從﹅
つ﹅
て﹅
、
先
づ
一
つ
の
特
殊
的
世
界
を
構
成

す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
斯
く
歴
史
的
地
盤
か
ら
構
成
せ
ら
れ
た
特
殊
的
世
界
が
結
合

し
て
、
全
世
界
が
一
つ
の
世
界
的
世
界
に
構
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
ゝ
る
世
界
的
世
界
に
於
て
は
、

各
國
家
民
族
が
各
自
の
個
性
的
な
歴
史
的
生
命
に
生
き
る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
史
的
使
命
を
以
て

一
つ
の
世
界
的
世
界
に
結
合
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
の
歴
史
的
發
展
の
終
極
の
理
念
で
あ
り
、
而

も
こ
れ
が
今
日
の
世
界
大
戰
に
よ
つ
て
要
求
せ
ら
れ
る
世
界
新
秩
序
の
原
理
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我

國
の
八
紘
爲
宇
の
理
念
と
は
、
此
の
如
き
も
の
で
あ
ら
う
。
畏
く
も
萬
邦
を
し
て
そ
の
所
を
得
せ
し
め
る

と
宣
ら
せ
ら
れ
る
。
聖
旨
も
此
に
あ
る
か
と
恐
察
し
奉
る
次
第
で
あ
る
。
十
八
世
紀
的
思
想
に
基
く
共
産

的
世
界
主
義
も
、
此
の
原
理
に
於
て
解
消
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
日
の
世
界
大
戰
の
課
題
が
右
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
世
界
新
秩
序
の
原
理
が
右
の
如
き
も
の
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
東
亞
共
榮
圈
の
原
理
も
自
ら
此
か
ら
出
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
來
、
東
亞
民
族
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は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
族
の
帝
國
主
義
の
爲
に
、
壓
迫
せ
ら
れ
て
ゐ
た
、
植
民
地
視
せ
ら
れ
て
ゐ
た
、
各
自

の
世
界
史
的
使
命
を
奪
は
れ
て
ゐ
た
。
今
や
東
亞
の
諸
民
族
は
東
亞
民
族
の
世
界
史
的
使
命
を
自
覺
し
、

各
自
自
己
を
越
え
て
一
つ
の
特
殊
的
世
界
を
構
成
し
、
以
て
東
亞
民
族
の
世
界
史
的
使
命
を
遂
行
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
東
亞
共
榮
圈
構
成
の
原
理
で
あ
る
。
今
や
我
々
東
亞
民
族
は
一
緒
に
東
亞
文
化

の
理
念
を
提
げ
て
、
世
界
史
的
に
奮
起
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
一
つ
の
特
殊
的
世
界
と
云
ふ
も

の
が
構
成
せ
ら
れ
る
に
は
、
そ
の
中
心
と
な
つ
て
、
そ
の
課
題
を
擔
う
て
立
つ
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
東
亞
に
於
て
、
今
日
そ
れ
は
我
日
本
の
外
に
な
い
。
昔
、
ペ
ル
シ
ヤ
戰
爭
に
於
て
ギ
リ
シ
ヤ
の
勝
利

が
今
日
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
文
化
發
展
の
方
向
を
決
定
し
た
と
云
は
れ
る
如
く
、
今
日
の
東
亞
戰

爭
は
後
世
の
世
界
史
に
於
て
一
つ
の
方
向
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　
今
日
の
世
界
的
道
義
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
る
博
愛
主
義
で
も
な
く
、
又
支
那
古
代
の
所
謂
王
道
と
い
ふ

如
き
も
の
で
も
な
い
。
各
國
家
民
族
が
自
己
を
越
え
て
一
つ
の
世
界
的
世
界
を
形
成
す
る
と
云
ふ
こ
と
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
世
界
的
世
界
の
建
築
者
と
な
る
と
云
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
國
體
は

單
に
所
謂
全
體
主
義
で
は
な
い
。
皇
室
は
過
去
未
來
を
包
む
絶
對
現
在
と
し
て
、
皇
室
が
我
々
の
世
界
の

始
で
あ
り
終
で
あ
る
。
皇
室
を
中
心
と
し
て
一
つ
の
歴
史
的
世
界
を
形
成
し
來
つ
た
所
に
、
萬
世
一
系
の
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我
國
體
の
精
華
が
あ
る
の
で
あ
る
。
我
國
の
皇
室
は
單
に
一
つ
の
民
族
的
國
家
の
中
心
と
云
ふ
だ
け
で
な

い
。
我
國
の
皇
道
に
は
、
八
紘
爲
宇
の
世
界
形
成
の
原
理
が
含
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
世
界
的
世
界
形
成
の
原
理
と
云
ふ
の
は
各
國
家
民
族
の
獨
自
性
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
、
正
に
そ

の
逆
で
あ
る
。
世
界
と
云
へ
ば
、
人
は
今
尚
十
八
世
紀
的
に
抽
象
的
一
般
的
世
界
を
考
へ
て
居
る
の
で
あ

る
。
私
の
世
界
的
世
界
形
成
と
云
ふ
の
は
、
各
國
家
各
民
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
地
盤
に
於
て
何
處
ま

で
も
世
界
史
的
使
命
を
果
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
即
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
生
命
に
生
き
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

世
界
が
具
體
的
に
一
と
な
る
の
で
あ
る
、
即
ち
世
界
的
世
界
と
な
る
の
で
あ
る
。
世
界
が
具
體
的
に
一
と

な
る
と
云
ふ
こ
と
は
各
國
家
民
族
が
何
處
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
生
命
に
生
き
る
こ
と
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
恰
も
有
機
體
に
於
て
の
樣
に
、
全
體
が
一
と
な
る
こ
と
は
各
自
が
各
自
自
身
と
な
る
こ
と
で

あ
り
、
各
自
が
各
自
自
身
と
な
る
こ
と
は
全
體
が
一
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
私
の
世
界
と
云
ふ
の
は
、
個

性
的
統
一
を
有
つ
た
も
の
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
世
界
的
世
界
形
成
の
原
理
と
は
、
萬
邦
各
そ
の
所
を
得
せ

し
め
る
と
云
ふ
に
外
な
ら
な
い
。
今
日
の
國
家
主
義
は
、
か
ゝ
る
世
界
的
世
界
形
成
主
義
に
基
礎
附
け
ら

れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
單
に
各
國
家
が
各
國
家
に
と
云
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
今
日
の
世
界
状
勢
は

世
界
が
何
處
ま
で
も
一
と
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
各
國
家
が
何
處
ま
で
も
各
自
に
國
家
主
義
的

た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
而
し
て
か
ゝ
る
多
と
一
と
の
媒
介
と
し
て
、
共
榮
圈
と
い
ふ
如
き
特
殊
的
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世
界
が
要
求
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
我
國
民
の
思
想
指
導
及
び
學
問
教
育
の
根
本
方
針
は
何
處
ま
で
も
深
く
國
體
の
本
義
に
徹
し
て
、
歴
史

的
現
實
の
把
握
と
世
界
的
世
界
形
成
の
原
理
に
基
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
英
米
的
思
想
の
排
撃
す
べ
き
は
、

自
己
優
越
感
を
以
て
東
亞
を
植
民
地
視
す
る
そ
の
帝
國
主
義
に
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
國
内

思
想
指
導
の
方
針
と
し
て
は
、
較
も
す
れ
ば
黨
派
的
に
陷
る
全
體
主
義
で
は
な
く
し
て
、
何
處
ま
で
も
公

明
正
大
な
る
君
民
一
體
、
萬
民
翼
贊
の
皇
道
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
は
私
が
國
策
研
究
會
の
求
に
應
じ
て
、
世
界
新
秩
序
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
た
所
の
趣
旨
で
あ
る
。

各
國
家
民
族
が
何
處
ま
で
も
自
己
に
即
し
な
が
ら
、
自
己
を
越
え
て
一
つ
の
世
界
を
形
成
す
る
と
云
ふ
こ

と
は
、
各
國
家
民
族
を
否
定
す
る
と
か
輕
視
す
る
と
か
と
云
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
逆
に
各
國
家
民
族
が
自

己
自
身
に
還
り
、
自
己
自
身
の
世
界
史
的
使
命
を
自
覺
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
結
合
し
て
一
つ
の
世
界
を

形
成
す
る
の
で
あ
る
。
か
ゝ
る
綜
合
統
一
を
私
は
世
界
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
各
國
家
民
族
を
否
定
し
た
抽

象
的
世
界
と
云
ふ
の
は
、
實
在
的
な
も
の
で
は
な
い
。
從
つ
て
そ
れ
は
世
界
と
云
ふ
も
の
で
は
な
い
。
故
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に
私
は
特
に
世
界
的
世
界
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
從
來
は
世
界
は
抽
象
的
で
あ
り
、
非
實
在
的
で
あ
つ
た
。

併
し
今
日
は
世
界
は
具
體
的
で
あ
り
、
實
在
的
で
あ
る
の
で
あ
る
。
今
日
は
何
れ
の
國
家
民
族
も
單
に
自

己
自
身
に
よ
つ
て
存
在
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
、
世
界
と
の
密
接
な
る
關
係
に
入
り
込
む
こ
と
な
く
し
て
、

否
、
全
世
界
に
於
て
自
己
自
身
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
な
く
し
て
、
生
き
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
世
界
は
單

な
る
外
で
な
い
。
斯
く
今
日
世
界
が
實
在
的
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
、
今
日
の
世
界
戰
爭
の
原
因
で
あ
り
、

此
の
問
題
を
無
視
し
て
、
今
日
の
世
界
戰
爭
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
の
世
界
と
云
ふ

の
は
右
の
如
き
意
味
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
世
界
的
世
界
形
成
と
云
ふ
こ
と
は
、
地
域
傳
統
に
從
つ
て
と

云
ふ
の
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
具
體
的
世
界
と
云
ふ
も
の
は
形
成
せ
ら
れ
な
い
。
私
の
云
ふ
所
の
世
界

的
世
界
形
成
主
義
と
云
ふ
の
は
、
他
を
植
民
地
化
す
る
英
米
的
な
帝
國
主
義
と
か
聯
盟
主
義
と
か
に
反
し

て
、
皇
道
精
神
に
基
く
八
紘
爲
宇
の
世
界
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抽
象
的
な
聯
盟
主
義
は
、
そ
の

裏
面
に
帝
國
主
義
に
却
つ
て
結
合
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
歴
史
的
世
界
形
成
に
は
、
何
處
ま
で
も
民
族
と
云
ふ
も
の
が
中
心
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
世
界
形
成
の
原
動
力
で
あ
る
。
共
榮
圈
と
云
ふ
も
の
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
中
心
と
な
る
民
族
が
、
國
際

聯
盟
に
於
て
の
如
く
、
抽
象
的
に
選
出
せ
ら
れ
る
の
で
な
く
、
歴
史
的
に
形
成
せ
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。
斯
く
し
て
眞
の
共
榮
圈
と
云
ふ
も
の
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
自
己
自
身
の
中
に
眞
の

世
界
性
を
含
ま
な
い
單
に
自
己
の
民
族
を
中
心
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
す
べ
て
の
世
界
を
考
へ
る
單
な
る
民

族
主
義
は
、
民
族
自
己
主
義
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
出
て
來
る
も
の
は
、
自
ら
侵
略
主
義
と
か
帝
國
主
義
と

か
云
ふ
も
の
に
陷
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
今
日
、
英
米
の
帝
國
主
義
と
云
ふ
も
の
は
、
彼
等
の
民

族
自
己
主
義
に
基
く
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
或
一
民
族
が
自
己
自
身
の
中
に
世
界
的
世
界
形
成
の
原
理
を

含
む
こ
と
に
よ
つ
て
始
め
て
そ
れ
が
眞
の
國
家
と
な
る
。
而
し
て
そ
れ
が
道
徳
の
根
源
と
な
る
。
國
家
主

義
と
單
な
る
民
族
主
義
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
私
の
世
界
的
世
界
形
成
主
義
と
云
ふ
の
は
、
國
家

主
義
と
か
民
族
主
義
と
か
云
ふ
も
の
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
世
界
的
世
界
形
成
に
は
民
族
が
根
柢
と

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
そ
れ
が
世
界
的
世
界
形
成
的
な
る
か
ぎ
り
國
家
で
あ
る
。
個
人
は
、

か
ゝ
る
意
味
に
於
て
の
國
家
の
一
員
と
し
て
、
道
徳
的
使
命
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
世
界
的
世
界
形

成
主
義
に
於
て
は
、
各
の
個
人
は
、
唯
一
な
る
歴
史
的
場
所
、
時
に
於
て
、
自
己
の
使
命
と
責
務
と
を
有

す
る
の
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
日
本
人
と
し
て
、
此
の
日
本
歴
史
的
現
實
に
於
て
、
即
ち
今
日
の
時
局
に

於
て
、
唯
一
な
る
自
己
の
道
徳
的
使
命
と
責
務
と
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　
民
族
と
云
ふ
も
の
も
、
右
の
如
く
世
界
的
世
界
形
成
的
と
し
て
道
徳
の
根
源
と
な
る
樣
に
、
家
族
と
云

ふ
も
の
も
、
同
じ
原
理
に
よ
つ
て
道
徳
の
根
源
と
な
る
の
で
あ
る
。
單
な
る
家
族
主
義
が
、
す
ぐ
道
徳
的
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で
あ
る
の
で
は
な
い
。
世
界
的
世
界
形
成
主
義
に
は
家
族
主
義
も
含
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
之
と
共
に

逆
に
、
共
榮
圈
と
云
ふ
如
き
も
の
に
於
て
は
、
嚮
に
云
つ
た
如
く
、
指
導
民
族
と
云
ふ
も
の
が
選
出
せ
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、
世
界
的
世
界
形
成
の
原
理
に
よ
つ
て
生
れ
出
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
ゝ

に
世
界
的
世
界
形
成
主
義
と
國
際
聯
盟
主
義
と
の
根
本
的
相
違
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
神
皇
正
統
記
が
大
日
本
者
神
國
な
り
、
異
朝
に
は
其
た
ぐ
ひ
な
し
と
い
ふ
我
國
の
國
體
に
は
、
絶
對
の

歴
史
的
世
界
性
が
含
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
我
皇
室
が
萬
世
一
系
と
し
て
永
遠
の
過
去
か
ら
永
遠
の
未

來
へ
と
云
ふ
こ
と
は
、
單
に
直
線
的
と
云
ふ
こ
と
で
は
な
く
、
永
遠
の
今
と
し
て
、
何
處
ま
で
も
我
々
の

始
で
あ
り
終
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
地
の
始
は
今
日
を
始
と
す
る
と
い
ふ
理
も
、

そ
こ
か
ら
出
て
來
る
の
で
あ
る
。
慈
遍
は
神
代
在
今
、
莫
謂
往
昔
と
も
云
ふ
（
舊
事
本
紀
玄
義
）
。
日
本

精
神
の
眞
髓
は
、
何
處
ま
で
も
超
越
的
な
る
も
の
が
内
在
的
、
内
在
的
な
る
も
の
が
超
越
的
と
云
ふ
こ
と

に
あ
る
の
で
あ
る
。
八
紘
爲
宇
の
世
界
的
世
界
形
成
の
原
理
は
内
に
於
て
君
臣
一
體
、
萬
民
翼
贊
の
原
理

で
あ
る
。
我
國
體
を
家
族
的
國
家
と
云
つ
て
も
、
單
に
家
族
主
義
的
と
考
へ
て
は
な
ら
な
い
。
何
處
ま
で

も
内
な
る
も
の
が
外
で
あ
り
、
外
な
る
も
の
が
内
で
あ
る
の
が
、
國
體
の
精
華
で
あ
ら
う
。
義
乃
君
臣
、

情
兼
父
子
で
あ
る
。
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我
國
の
國
體
の
精
華
が
右
の
如
く
な
る
を
以
て
、
世
界
的
世
界
形
成
主
義
と
は
、
我
國
家
の
主
體
性
を

失
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
こ
そ
己
を
空
う
し
て
他
を
包
む
我
國
特
有
の
主
體
的
原
理
で
あ
る
。
之
に
よ

つ
て
立
つ
こ
と
は
、
何
處
ま
で
も
我
國
體
の
精
華
を
世
界
に
發
揮
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
日
の
世
界
史
的

課
題
の
解
決
が
我
國
體
の
原
理
か
ら
與
へ
ら
れ
る
と
云
つ
て
よ
い
。
英
米
が
之
に
服
從
す
べ
き
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
樞
軸
國
も
之
に
傚
ふ
に
至
る
で
あ
ら
う
。
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